
４－１　　市町消防の現況　（消防防災安全課）

１　常備消防の現況

区　　　分 消　防　自　動　車　等　保　有　数

小型動力ポンプ

消防本部

県 計 14 25 36 1,889 77 269 470 1,073 1,913 64 26 13 0 2 2 10 93 14 1 0 21 15 14 0

松 山 市 1 4 7 483 24 42 134 283 458 10 9 3 18 4 4

今 治 市 1 3 5 217 8 34 54 121 220 10 1 2 2 2 1 11 1 1 2 1

新 居 浜 市 1 2 1 148 5 33 32 78 164 5 3 1 2 6 1 2 5

西 条 市 1 2 4 154 7 26 30 91 155 4 2 1 2 7 2 2 3

四 国 中 央 市 1 1 4 132 2 23 35 72 142 7 1 1 1 7 1 1 2 2

西 予 市 1 1 3 73 1 8 11 53 72 3 1 6 1 2 0

東 温 市 1 1 51 1 8 5 37 52 1 1 1 3 2 1 1

上 島 町 1 1 26 1 5 3 17 35 1 3 1 1 2 1

久 万 高 原 町 1 1 1 45 1 11 11 22 45 2 4 1 1 1

愛 南 町 1 1 42 1 4 8 29 50 2 1 3 1 1 1

八 幡 浜 地 区 施設
事 務 組 合 1 1 3 105 5 17 48 35 107 4 1 1 5 1 1 1

伊予消防等事務組
合 1 3 3 162 9 28 35 90 157 7 2 1 1 7 1 1 0

宇 和 島 地 区 広域
事 務 組 合 1 2 2 139 6 20 32 81 139 6 1 1 1 7 1 3

大洲地区広域消防
事 務 組 合 1 2 3 112 6 10 32 64 117 4 2 1 1 6 1 1 2
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司
令
長
以
上

司
令

司
令
補

士
長
以
下

小

型

動

力

ポ

ン

プ

付

積

載

車

車
両
に
積

載
し
て
い

な
い
も
の

手
引
動
力

ポ
ン
プ

指

揮

車



区　　分 消防団員 消防自動車等保有台数 消防水利
小型動力ポンプ 防火水槽

団 消防ポンプ 小型動力ポンプ 車両に積載　　 手引動力 ４０立方ｍ～　　 ２０立方ｍ～　　

自動車　　 付積載車　　　　 していないもの ポンプ　　 １００立方ｍ未満 ４０立方ｍ未満

20 360 18,890 21,241 229 955 173 32 26,167 148 3,193 2,763

松 山 市 1 41 2,464 2,551 24 89 23 6,196 41 376 288

今 治 市 1 51 2,018 2,308 32 109 34 8 5,090 29 406 184

新 居 浜 市 1 17 669 792 23 26 2,322 19 63 280

西 条 市 1 28 1,459 1,748 18 61 23 1,152 347 293

四国中央市 1 20 1,156 1,367 36 39 2,042 10 242 535

西 予 市 1 26 1,624 1,752 16 78 13 1 237 6 389 120

東 温 市 1 6 586 638 5 32 11 454 1 151 117

上 島 町 1 12 329 390 3 23 6 256 3 36 6

久万高原町 1 10 569 600 3 44 605 1 130 92

愛 南 町 1 18 913 950 9 44 10 454 3 10 13

計 10 229 11,787 13,096 169 545 120 9 18,808 113 2,150 1,928

八 幡 浜 市 1 13 701 757 14 25 4 264 1 78 163

伊 方 町 1 11 477 544 7 40 1,015 17 54 14

計 2 24 1,178 1,301 21 65 4 0 1,279 18 132 177

伊 予 市 1 10 755 825 6 39 4 474 2 249 48

松 前 町 1 9 298 310 1 22 1 393 1 71 12

砥 部 町 1 15 276 305 2 15 1 442 77 68

計 3 34 1,329 1,440 9 76 6 0 1,309 3 397 128

宇 和 島 市 1 27 1,926 2,184 15 106 19 23 2,930 7 99 61

松 野 町 1 3 147 200 1 9 182 73 12

鬼 北 町 1 6 395 567 2 32 656 1 60 7

計 3 36 2,468 2,951 18 147 19 23 3,768 8 232 80

大 洲 市 1 23 1,399 1,603 8 72 22 531 4 179 386

内 子 町 1 14 729 850 4 50 2 472 2 103 64

計 2 37 2,128 2,453 12 122 24 0 1,003 6 282 450

市　　町

２　市町消防団及び水利の現況
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愛媛県消防広域相互応援協定書 

 

 消防組織法（昭和２２年法律第２２６号）第３９条の規定に基づき、愛媛県内の消防広

域相互応援について、次のとおり協定を締結する。 

 （目的） 

第１条 この協定は、災害の発生に際し、これの鎮圧及び被害の軽減を図るため、愛媛県 

内の市町及び消防一部事務組合（以下「市町等」という。）における消防の相互応援体制 

を確立し、もって不測の事態に対処することを目的とする。 

 （協定区域及び対象） 

第２条 この協定の実施区域は、愛媛県全域とする。 

 （災害の種別及び規模） 

第３条  この協定の対象とする災害は、被災地の市町等の消防力のみでは災害の防御が困 

難又は困難が予想される規模で、次に掲げる災害とする。 

（１） 大規模な地震、風水害等の自然災害 

（２） 林野火災、高層建築物火災、危険物施設火災等の大規模な火災 

（３） 航空機災害、列車事故等の集団救急救助事故 

（４） 前３号に掲げるもののほか、応援を必要とする特殊な災害事故等  

 （応援要請） 

第４条 前条各号に掲げる災害が発生した場合は、被災地の市町等の長（以下「受援側の 

長」という。）は、他の市町等の長（以下「応援側の長」という。）に応援消火隊、救助 

隊、救急隊、化学隊その他必要な部隊（以下「応援隊」という。）の派遣を要請すること 

ができる。 

２ 前項の規定による要請を受けた応援側の長は、その管轄する区域の消防業務に支障の

ない範囲内において、要請に基づき必要な応援を迅速にしなければならない。 

３ 応援側の市町等の長が、近隣市町等の境界付近に発生した火災、救急救助事故等（以

下「近隣火災等」という。）を覚知し、応援隊を派遣した場合は、これを第１項の規定に

よる要請に基づく応援とみなす。 

４ 前項に規定する場合において、応援側の市町等の長が派遣する応援隊の数は、原則１

隊（消防ポンプ自動車等１台及び必要な資機材）とする。ただし、近隣火災等の規模に

より適宜応援隊を増強することができるものとする。 

 （応援要請方法等） 

第５条 応援の要請方法等は、愛媛県消防広域相互応援計画に基づくものとする。 

 （応援の体制） 

第６条 応援の体制は、次に掲げるものとする。 

 （１）第１次広域応援体制 第３条各号に掲げる災害が発生した場合に、応援隊がおお 

むね３０分以内に被災地に到着できるもの 
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 （２）第２次広域応援体制 第３条各号に掲げる災害が発生した場合に、応援隊がおお 

むね６０分以内に被災地に到着できるもの 

 （３）その他の広域応援体制 前２号に掲げるもののほか、被害の状況に応じ、その都 

度要請に基づき派遣するもの 

 （応援隊の派遣） 

第７条 応援側の長は、受援側の長から第１次広域応援、第２次広域応援等の要請を受け

たときは、第１３条に定める消防力に基づき直ちに必要な応援隊を派遣しなければなら

ない。この場合において、応援側の長は、次に掲げる事項を明確にして受援側の長に通

報するものとする。 

 （１）応援隊の長（職・氏名） 

 （２）応援隊の出発日時及び到着（予定）日時 

 （３）応援隊の出動場所 

 （４）応援隊の人員、車両及び資機材の種別及び数量 

 （５）その他必要な事項 

２ 応援隊を派遣した応援側の長は、事後、速やかに前項各号に掲げる事項を明記した文

書を受援側の長に提出しなければならない。 

 （応援隊の指揮） 

第８条 応援隊の指揮は、被災地の現場最高指揮者が応援隊の長を通じて行うものとする。

ただし、緊急の場合は、被災地の現場最高指揮者は、直接応援隊を指揮することができ

るものとする。 

 （報告） 

第９条 応援隊の長は、現場到着、引揚げ及び応援活動の状況を被災地の現場最高指揮者

又は現場指揮本部に報告するものとする。 

 （経費の負担） 

第１０条 応援隊の応援に要する経費の負担は、法令その他に別段の定めがあるものを除

くほか、次のとおりとする。 

 （１）応援に要した人件費（応援隊員の手当、旅費、日当、宿泊費等）、車両及び資機材 

の燃料、機械器具の破損修理、被服の補修等の経費は、応援側の長の負担とする。た 

だし、資機材等（消火薬剤を含む。）で、受援側の要請により調達又は立て替えたもの 

のほか、応援活動中の食料、燃料補給等の経費は、受援側の長の負担とする。 

 （２）応援隊員の公務災害補償費、事故等により生じた経費は、応援側の長の負担とす 

る。ただし、被災地において行った救急治療費は、受援側の長の負担とする。 

（３）応援隊員が、応援活動中に第三者又は土地・建物等に損害を与えた場合において 

は、受援側の長が、その賠償の責に任ずる。ただし、被災地への出動又は帰路途上に 

おいて発生したものについては、この限りでない。 

 （４）応援隊員の重大な過失により発生した事故に要する損害は、応援側の長の負担と 



する。 

（５）前各号に定めるもののほか、応援に要する経費の負担については、その都度当事 

者間において協議の上、負担区分を決定するものとする。 

 （情報等の交換） 

第１１条 市町等は、この協定の効率的な運用を図るため、毎年４月１日現在の消防力に

関する必要な情報等を別に定める様式に取りまとめ、同月２０日までに他の市町等と相

互に交換するものとする。 

 （改廃） 

第１２条 この協定を改正し、又は廃止する場合は、協定者が協議の上、行うものとする。 

 （運用） 

第１３条 この協定に定めるもののほか、応援隊の消防力等必要な事項については、愛媛

県消防長会において協議の上、決定する。 

  

附則 

 １ この協定は、令和２年４月１日から施行する。 

 ２ 平成１８年３月１日付けで締結した愛媛県消防広域相互応援協定書は、令和２年３

月３１日をもって廃止する。 

３ この協定の締結を証するため、本書２５通を作成し、愛媛県知事、市町等の長が記

名押印の上、各自１通を保有する。 

 

 

 

令和２年３月 31 日 

 

 

愛媛県 

 愛媛県知事  中 村 時 広 

 

 

 

松山市 

 松山市長   野 志 克 仁 

 

 

 

 



今治市 

 今治市長   菅  良 二 

 

 

 

宇和島市 

 宇和島市長  岡 原 文 彰 

 

 

 

八幡浜市 

 八幡浜市長  大 城 一 郎 

 

 

 

新居浜市 

 新居浜市長  石 川 勝 行 

 

 

 

西条市 

 西条市長   玉 井 敏 久 

 

 

 

大洲市 

 大洲市長   二 宮 隆 久 

 

 

 

伊予市 

 伊予市長   武 智   典 

 

 

 

 



四国中央市 

 四国中央市長 篠 原  実 

 

 

 

西予市 

 西予市長   管 家 一 夫 

 

 

 

東温市 

 東温市長   加 藤  章 

 

 

 

上島町 

 上島町長   宮 脇  馨 

 

 

 

久万高原町 

 久万高原町長 河 野 忠 康 

 

 

 

松前町 

 松前町長   岡 本  靖 

 

 

 

砥部町 

 砥部町長   佐 川 秀 紀 

 

 

 

 



内子町 

 内子町長   稲 本 隆 壽 

 

 

 

伊方町 

 伊方町長   高 門 清 彦 

 

 

 

松野町 

 松野町長   坂 本  浩 

 

 

 

鬼北町 

 鬼北町長   兵 頭 誠 亀 

 

 

 

愛南町 

 愛南町長   清 水 雅 文 

 

 

 

宇和島地区広域事務組合 

 組合長    岡 原 文 彰 

 

 

 

八幡浜地区施設事務組合 

 組合長    大 城 一 郎 

 

 

 

 



大洲地区広域消防事務組合 

 組合長    二 宮 隆 久 

 

 

 

伊予消防等事務組合 

 組合長    武 智   典 
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愛 媛 県 消 防 広 域 相 互 応 援 計 画 

 

第１章 総則 

１ 目的 

この計画は、愛媛県内の市町において地震、水火災等による大規模な災害又は特殊な

災害が発生した場合の愛媛県消防広域相互応援協定に基づく応援について必要な事項

を定めるものとする。 

 

２ 用語の定義 

この計画において、使用する用語の定義は、次の各号に定めるところによる。 

(1) 災害発生市町長等 

大規模災害又は特殊災害が発生した県内市町長（消防の一部事務組合長を含む。）

をいう。 

(2) 災害発生地消防本部 

災害発生地を管轄する消防本部（局）をいう。 

(3) 代表消防機関 

松山市消防局をいう。ただし、松山市が被災等により、県内の消防機関の連絡調整

を行うことができない場合は、代表消防機関代行がその任にあたる。 

(4) 代表消防機関代行 

新居浜市消防本部及び宇和島地区広域事務組合消防本部をいう。 

(5) ブロック幹事 

県内の消防機関を東・中・南予の各ブロックに分け、それぞれのブロックに幹事 

を置く。なお、各ブロックの構成消防機関及び幹事は、次のとおりとする。 

    ○東予ブロック ・四国中央市消防本部 

            ・新居浜市消防本部 

            ・西条市消防本部 

            ・今治市消防本部（幹事） 

            ・上島町消防本部 

    ○中予ブロック ・松山市消防局 

            ・伊予消防等事務組合消防本部（幹事） 

            ・久万高原町消防本部 

            ・東温市消防本部 

    ○南予ブロック ・大洲地区広域消防事務組合消防本部（幹事） 

            ・八幡浜地区施設事務組合消防本部 

            ・西予市消防本部 

            ・宇和島地区広域事務組合消防本部 

            ・愛南町消防本部 

 

 

４－３
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第２章 県内応援実施体制の確立 

 

１ 応援の要請 

(1) 災害発生市町からの応援要請連絡 

   災害発生市町長等は、大規模な災害等に際し、愛媛県消防広域相互応援を受ける必

要があると判断したときは、別記様式１－１により速やかに知事に連絡するものとす

る。 

   ただし、知事に連絡をとることができない場合は、別記様式１－２により代表消防

機関又は、ブロック内幹事に連絡するものとする。 

(2) 応援部隊が出動するまでに必要な情報 

災害発生市町長等は、別記様式２により、知事等に対する第１報要請時に必要な情

報を連絡後、引き続き必要な情報を速やかに連絡するものとする。 

(3) 情報の共有化 

知事は、災害発生市町長等からの応援要請連絡を受けた場合には、代表消防機関、

代表消防機関代行及び各ブロック幹事に連絡するものとする。 

 また、代表消防機関が災害発生市町長等からの応援要請連絡を受けた場合には、知 

事、代表消防機関代行及び各ブロック幹事に連絡するものとし、ブロック内幹事が災 

害発生市町長等からの応援要請連絡を受けた場合には、知事、代表消防機関、代表消 

防機関代行及び他のブロック幹事に連絡するものとする。 

 

２ 応援の実施 

(1)  愛媛県消防広域応援調整本部運営員 

 大規模災害が発生した場合の初動時における情報収集体制の強化及び県と代表消防 

機関との情報の共有化を図るため、愛媛県消防広域応援調整本部運営員（以下「県運 

営員」という。）及び代表消防機関消防広域応援調整本部運営員（以下「代表消防機 

関運営員」という。）を置くこととし、災害発生市町長等からの応援要請連絡を受け 

た場合には、県内応援の実施、緊急消防援助隊の出動の要否等について協議するもの 

とし、運営員が必要と認めた場合には、代表消防機関代行及びブロック幹事の意見を 

聴くことができる。 

運営員には、愛媛県県民環境部防災局消防防災安全課長及び松山市消防局警防課長 

をもって充てる。 

なお、運営員に変更があった場合は、相互に通知する。 

(2) 愛媛県消防広域応援調整本部の設置 

  県運営員は、愛媛県消防広域相互応援協定に基づく応援部隊（以下「県内応援部隊」 

 という。）の出動が決定された場合には、愛媛県消防広域応援調整本部（以下「調整 

本部」という。）を設置し、関係災害対策本部、県内応援部隊を派遣した消防機関等

との連絡調整等を行うものとする。 

なお、調整本部は、県運営員及び代表消防機関運営員をもって組織することとし、

県運営員を本部長とする。 
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情報連絡 

応援要請連絡 

① 

② 

② 

また、本部長は、必要に応じ、災害発生市町、代表消防機関代行及びブロック幹事

に、調整本部への参加を求めることができる。 

 (3) 調整本部の運営 

調整本部の運営等については、愛媛県緊急消防援助隊受援計画「消防応援活動調整

本部」の規定を準用する。 

なお、緊急消防援助隊の出動が決定され、消防応援活動調整本部が設置された場合

には、当該消防広域応援調整本部がその機能を果たすことができる。 

 

３ 県内応援部隊の編成 

 (1) 県内応援部隊は、各消防機関が応援可能な部隊により編成するものとし、災害発生

市町長等の要請に基づき調整本部が調整し、ブロック幹事を通じ各消防本部に応援依

頼を連絡する。 

なお、各消防本部は、業務に重大な支障がない限り応援依頼連絡を受けた部隊を直 

ちに出動させなければならない。 

 (2) 災害発生地が各ブロック境界付近の場合は、ブロックにとらわれることなく応援を

実施するものとする。 

(3) 消防団に係る県内応援部隊の編成については、災害発生市町長等の要請に基づき、

その都度、調整本部が関係市町と調整する。 

 

応援部隊への情報連絡図                                                               

 

         

      

 

          

 

 

 

 

 

 

  応援要請連絡ルート 

  応援依頼ルート   

  情報連絡ルート 

  調整・出動ルート       

 

災害発生 

 市町長 

愛媛県     

（調整本部） 

松山市消防局 

（代表消防機関） 

ブロック幹事 

（東予・中予・南予） 

新居浜市消防本部 

宇和島地区広域事務組合消防本部 

（代表消防機関代行） 

情報連絡 

県内各消防本部 

（県内応援部隊） 

自発的部隊含む 

調整 

応援依頼 

 

 

応援依頼 

出動 
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４ 集結場所 

(1) 災害発生地消防本部は、応援依頼を受けた県内応援部隊の集結場所（航空部隊、

水上部隊を除く。）として、地理的条件がよく、大部隊が集結できる場所（避難場

所とは異なる場所）を確保し、速やかに調整本部へ連絡する。 

(2) 自発的に応援を決定した部隊については、現地に集結する。 

(3) 災害発生地消防本部は、誘導員を県内応援部隊の道案内のため、適宜配置する。 

(4) 県内応援部隊のうち、集結場所への参集の際、地理的な理由等から、直接、災害

現場に出動する部隊や交通渋滞等の理由で集合時間に遅れる部隊については、その

旨を調整本部に報告し指示を受ける。 

 

５ 指揮体制 

(1)  指揮本部の設置 

① 災害発生地消防本部は県内応援部隊を円滑に運用し、消防活動を有効に行うた

め、管轄内に指揮本部を設置するものとする。 

   ② 指揮本部には、指揮連絡班・連絡調整班・情報収集班・広報班・補給班等を配置

するものとし、指揮本部要員については応援部隊からの受入れも考慮しておくもの

とする。 

(2) 指揮系統 

    ① 指揮本部長は、災害発生地消防本部の長とする。 

② 県内応援部隊の指揮は、指揮本部長が県内応援部隊の指揮者に行う。 

③  県内応援部隊内の指揮は、指揮本部長の指揮内容に基づき県内応援部隊の指揮者

が行う。 

 (3) 県内応援部隊の運用 

   ① 県内応援部隊の運用は、応援側消防機関単位で運用する。 

   ② 指揮本部長は、県内応援部隊の増強、交代等に備え、予備隊の確保に努める。 

 

６ 情報連絡体制 

愛媛県内の情報連絡体制は、次のとおりとする。 

(1) 情報連絡の手段は、原則として電話又はファクシミリ（有線又は衛星回線）に    

よるものとするが、これらが途絶している場合には、主運用波、愛媛県防災通信シ

ステム等により対応するものとする。 

  (2) 情報連絡内容は次のとおりとする。 

   ① 災害の発生日時 

   ② 災害の発生場所 

③ 災害の種別（地震、風水害、林野火災、コンビナート火災、航空機災害等） 

④ 災害の状況 

⑤ 応援要請の状況（他の協定による消防機関の応援等） 

⑥ 被害の状況（人的、物的） 

⑦ その他必要な事項 
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指揮本部 

指揮本部長 

（災害発生地消防長） 

各特殊装備隊（長） 

各特殊災害隊（長） 

各 消 防 団  

 指揮系統 

 

 

               

 

 

 

                

   連絡 

 

            下命 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

７ 無線運用体制 

  県内応援部隊活動時の無線運用を円滑に行うため、県内における無線種別及び無線運

用体制については次のとおりとする。 

(1) 統制波は、緊急消防援助隊の出動に備え、基本的に使用しない。 

(2) 県内応援部隊と調整本部、災害発生地消防本部及びブロック幹事との通信は、主

運用波を使用し、統制は県内応援部隊が行う。 

(3) 県内応援部隊内の通信は、各消防本部保有の無線機等により、各部隊内で同一の

救 助 部 隊 長 各救助隊（長） 

救 急 部 隊 長 各救急隊（長） 

消 火 部 隊 長 各消火隊（長） 

消火部隊副部隊長 

後方支援部隊長 

航 空 部 隊 長 

水 上 部 隊 長 

特殊災害部隊長 

特殊装備部隊長 

調整本部 

指揮連絡班 

連絡調整班 

情報収集班 

広報班 

補給班等 

消防団（部隊長） 
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周波数が確保できるよう努めることとする。 

(4) 災害発生地消防本部内の通信は、災害発生地消防本部の活動波を使用する。 

(5) 災害現場の状況により、上記によりがたい無線の運用を行う必要がある場合は、

調整本部において調整するものとする。 

 

８ 資機材に関する事項 

  応援可能資機材は、緊急消防援助隊愛媛県隊応援等実施計画の規定のとおりである。 

 

９ 応援活動の報告 

  愛媛県消防広域相互応援協定第７条第２項の規定による報告は、別記様式３により行

うものとする。 

 

第３章 受援体制の確立 

 

１ 情報収集体制 

  ブロック幹事は、災害発生地消防本部に情報収集の余裕がないと判断した場合は、自 

ら職員を派遣し、あるいは、ブロック内の他の消防本部に職員派遣を要請するなどして 

情報収集にあたり、別記様式２により調整本部に報告するものとする。 

  

２ 消防本部単位の受援体制 

 (1) 各消防本部は、この計画に基づき、県内応援部隊の応援を受ける場合に必要な次

の事項について、市町防災担当部局と協議の上、受援に必要な情報等の収集整理を

行うものとする。 

（消防本部単位の確立すべき内容） 

① 応援要請手続き 

   ② 現地指揮本部の指揮者、要員及び設置場所 

   ③ 消防本部と市町との連絡体制 

   ④ 調整本部との連絡体制 

   ⑤ その他受援に必要な事項 

（受援に必要な情報等） 

① 消防水利の情報 

ア 水利種類（消火栓、防火水槽、プール、河川等） 

    イ 水利の所在地 

    ウ 管口径、貯水容量 

    エ 水利地図（広域地図・住宅地図） 

② 医療機関の一覧表及び地図 

③ 野営場所の一覧表及び地図 

④ 燃料、食料、建設機械等の調達先の一覧表及び地図 

⑤ その他受援に必要な事項 
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(2)  県内応援部隊の出動決定の連絡を受けた災害発生地消防本部は、この計画に基づ

き直ちに受援体制を整える。 

 

３ 応援等サポート本部の設置 

 (1)  県内応援部隊の出動決定の連絡を受けた災害発生地のブロック幹事は、被災状況

等から判断し最も適当と認める消防本部内に、応援等サポート本部を設置するとと

もに、ブロック内消防本部からの派遣職員による応援等サポート部隊を編成する。 

    応援等サポート本部の本部長は、ブロック幹事消防長とし、指揮本部と連携・協

力しながら県内応援部隊の活動のサポート体制を確立する。 

  （応援等サポート本部の任務） 

   ① 集結場所への誘導及び集結場所の現地整理 

② 集結場所から活動場所への通行路の確保及び誘導 

   ③ 緊急通行路、消防水利等に関する情報の提供 

   ④ 燃料、食料、建設機械等に係る調達先の確保及び手配 

   ⑤ 野営場所の設置、運営 

   ⑥ 後方支援部隊のサポート 

(2) ブロック幹事が、管内災害対応等のため応援等サポート本部を設置することが

できないときは、調整本部において設置する消防本部を決定する。 

(3) ブロック幹事は、応援等サポート本部の設置・運営等について計画を策定する

とともに、ブロック内消防本部の受援に関する計画及び情報等を整理保管し、県内

応援部隊に速やかに提供できる体制を構築しておくものとする。 

 

応援等サポート体制 

 

        連絡・調整 

 

 

 

連絡・調整               連携・協力 

 

 

 

 

 

４ 補給体制 

  各消防本部は、災害活動が長期に及ぶ場合に備えて、次により県内応援部隊に対する 

食料、燃料等補給物資の円滑な補給体制を市町等と協議し、確立しておくものとする。 

 (1) 指揮本部長は、消防活動が長期に及ぶと判断した場合、補給班に補給隊の編成を命 

  じ、補給物資の調達、支給を行わせる。 

 (2) 補給隊は、災害発生地消防本部の職員で編成する。 

指 揮 本 部 

本部長（災害発生地消防長） 

 

ブロック幹事 

応援等サポート部隊 

（サポート体制の確立） 

応援等サポート本部 

本部長（ブロック幹事消防長） 

（適当と認める消防本部） 

調整本部 
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 (3) 緊急性のある補給物資から優先的に支給する。 

 (4) 消防活動が長期化した場合に備えて、県内応援部隊の宿泊施設として、学校、体育   

  館等多数の人員を収容することができる施設の確保を図るものとする。 

 

５ 愛媛県職員の派遣 

  調整本部は、必要と認めた場合には、下記の事項に対処させるため、進出拠点あるい 

は現地指揮本部に、県職員を派遣する。 

 (1) 調整本部との連絡調整 

 (2) 消防庁との連絡調整 

 (3) 関係災害対策本部との連絡調整 

(4) その他必要な事項 

 

６ 緊急交通路の確保 

  調整本部は、愛媛県警察本部から緊急交通路に関する情報を入手し、県内応援部隊が 

通行する路線を決定の上、県内応援部隊、災害発生地消防本部、応援等サポート本部に 

連絡するとともに、愛媛県警察本部に対し、必要な交通規制等を依頼する。 

 

第４章 その他 

 

１ この計画に定めのない事項については、調整本部において協議の上、決定する。 

 

 

附 則 

１ この計画は、平成１８年４月１日から施行する。 

２ 平成７年１０月１日付けで策定した「愛媛県消防広域応援実施計画」（旧計画）は、 

平成１８年３月３１日をもって廃止する。 

 

附 則 

１ この計画は、平成２１年３月３１日から施行する。 

 

附 則 

１ この計画は、令和２年４月１日から施行する。 

 

附 則 

１ この計画は、令和５年４月１日から施行する。 
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  別記様式１－１ 
 

愛媛県消防広域応援要請連絡表 
 

 第         報 

     年  月  日 

  （あて先） 

愛 媛 県 知 事    

○ ○ 市 町 長 

 

愛媛県消防広域応援要請連絡について 

 

 次のとおり応援要請連絡を行います。 

 災害発生日時       年    月   日   時   分 

 災害発生場所 

 

 災害の種別・状況  

  人 的 ・ 物 的 

  被 害 の 状 況 

 

 応援要請日時       年   月   日   時   分 

 

 必要応援部隊 

 

（応援の必要があ 

 る部隊名に○を 

 し、希望する部 

  隊数を記入する） 

          部   隊   種   別 

 消 火 部 隊  特殊 

 

災害 

 

部隊 

  毒 劇 物 等 対 応 隊  

 救 助 部 隊     Ｎ災害対応隊  

 救 急 部 隊     Ｂ災害対応隊  

 航 空 部 隊     Ｃ災害対応隊  

 水 上 部 隊    大規模危険物火災等対応隊  

 特 に 指 定 な し 

   密閉空間火災等対応隊  

特殊 

装備 

部隊 

  遠 距 離 大 量 送 水 隊  

 その他の部隊   

   その他の情報 

 （必要資機材、装備等） 

 

連絡責 

任者 

   区 分   担 当 課   職    氏   名 電話・FAX番号 

 

    市町 

   TEL   -   - 

FAX   -   - 
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別紙様式１－２ 
 

愛媛県消防広域応援要請連絡表 

 

 第         報 

     年  月  日 

 

（あて先）松山市消防局長 

（あて先）ブロック幹事消防長 

○ ○ 市 町 長 

 

愛媛県消防広域応援要請連絡について 

 

 次のとおり応援要請連絡を行います。 

 災害発生日時       年   月    日   時   分 

 災害発生場所 

 

 災害の種別・状況  

  人 的 ・ 物 的 

  被 害 の 状 況 

 

 応援要請日時       年   月   日   時   分 

 

 必要応援部隊 

 

（応援の必要があ 

 る部隊名に○を 

 し、希望する部 

  隊数を記入する） 

          部   隊   種   別 

 消 火 部 隊  特殊 

 

災害 

 

部隊 

 毒 劇 物 等 対 応 隊  

 救 助 部 隊     Ｎ災害対応隊  

 救 急 部 隊     Ｂ災害対応隊  

 航 空 部 隊     Ｃ災害対応隊  

 水 上 部 隊   大規模危険物火災等対応隊  

 特 に 指 定 な し 

  密閉空間火災等対応隊  

特殊 

装備 

部隊 

 遠 距 離 大 量 送 水 隊  

その他の部隊   

   その他の情報 

（必要資機材、装備等） 

 

連絡責 

任者 

  区 分  担 当 課   職   氏   名 電話・FAX番号 

     

市町 

   TEL   -   - 

FAX   -   - 
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別記様式２ 

代 表 消 防 本 部 

ブロック幹事消防本部  御中 

愛 媛 県 消 防 主 管 課 

 
災 害 状 況 報 告 書 

（記入欄が不足する場合等は、別紙で記入すること。様式は任意でよい） 

報告日時   年  月  日    時   分 

 

 

 

 

 

 

重大な被害が 

発生している 

地    域 

地 区 の 説 明 

（住所又は国道○○号沿い、○○駅周辺等） 

被 害 の 状 況 

（該当する被害に○印を入れること。） 

 

 

 

建物倒壊多数 市街地火災 林野火災 

地滑り 洪水 津波 毒劇物災害 

その他（           ） 

 

 

 

建物倒壊多数 市街地火災 林野火災 

地滑り 洪水 津波 毒劇物災害 

その他（           ） 

 

 

 

建物倒壊多数 市街地火災 林野火災 

地滑り 洪水 津波 毒劇物災害 

その他（           ） 

 

 

 

建物倒壊多数 市街地火災 林野火災 

地滑り 洪水 津波 毒劇物災害 

その他（           ） 

市域全体の 

建物被害状況 

（該当するものに○印） 

鉄筋構造物の倒壊（極めて多数・多数・何件か確認できる・少数・未確認） 

一般家屋の倒壊（極めて多数・多数・何件か確認できる・少数・未確認） 

今後の被害予測（拡大する見込み・拡大の見込みは少ない・不明） 

火災の発生 

状   況 

（該当するものに○印） 

火災状況（市街地大規模火災・同時多発火災・規模不明・未発生・未確認） 

焼損面積（概算）       

今後の被害予測（拡大する見込み・拡大の見込みは少ない・不明） 

 

人 的 被 害 

（該当するものに○印） 

死傷者予測（５万人以上・１万人以上・５千人以上・千人以上・不明） 

現時点での死傷者数 死者      負傷者       

今後の被害予測（拡大する見込み・拡大の見込みは少ない・不明） 

 

現 在 の 

対 応 状 況 

 

 

 

そ の 他 （どのようなことでもよいので災害に関する情報を記入すること） 

 

 

 

第    報 

（    消防本部） 
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別記様式３ 

  年  月  日 

受援側の長 

様 

応援側の長           

 

 

愛媛県消防広域応援活動報告書について 

 次のとおり報告します。 

記 

災害の種別  

災害の発生日時   年  月  日   時  分 

災害の発生場所  

要 請 者 名  

応援要請受信日時   年  月  日   時  分 

応援隊の出動種別  

応援隊の出発日時   年  月  日   時  分 

応援隊の到着(予定)日時    年  月  日   時  分 

応援隊の出動場所  

応援隊の長(職・氏名)  

 

 

応援隊の人員、車両及び 

資機材の種別・数量 

 

 

 

 

応援隊数、隊員名 
 

 

車両の種別台数  

資機材の種別数量  

活動開始時刻 引揚げ時刻 

   時  分    時  分 

帰署時刻 走行距離 

   時  分    ｋｍ 

 

応援隊の活動状況 

 

 

そ  の  他 

必 要 な 事 項 

 

 

 



 

 

 愛媛県消防団広域相互応援協定書 

 

 消防組織法（昭和22年法律第226号）第39条の規定に基づき、愛媛県内消防団の広域

相互応援に関し、次のとおり協定を締結する。 

 

（目的） 

第 1条 この協定は、災害の発生に際し、これの鎮圧及び被害の軽減を図るため、愛媛県

内消防団の相互応援体制を確立し、もって不測の事態に対処することを目的とする。 

 

（協定等の運用） 

第２条 被災地の市町等の長（以下「受援側の長」という。）及び他の市町等の長（以下「応

援側の長」という。）は、次の各号の段階ごとに災害の規模、態様、危険性等を勘案し、

この協定のほか、別に市町間で定める応援協定等の効果的な運用を図るものとする。 

⑴ 第１段階 近隣市町の応援 

ア 別に市町間で定める協定等  

イ 第４条第２項に定める応援隊の派遣 

⑵ 第２段階 東予・中予・南予各ブロック内の応援 

ア 別に各ブロック内で定める協定等 

イ 第４条に定める応援隊の派遣 

⑶ 第３段階 東予・中予・南予各ブロック間の応援 

ア 第４条に定める応援隊の派遣 

 

（応援・受援の要件及び対象） 

第３条 消防団の応援・受援は、次の各号に掲げる要件を全て満たした場合に行うものと

する。 

⑴ 受援側の長において、管内消防力及び常備消防等の応援をもってもなお消防力の不

足が見込まれるとき。 

⑵ 応援側の長において、要請内容が公務として認められること。 

⑶ 応援側消防団において、対応可能であり、かつ、日帰りを基本とする活動であるこ

と。 

２ 応援対象とする災害は、次の各号に掲げるものとする。 

⑴ 大規模な地震、風水害等の自然災害 

⑵ 林野火災、高層建築物火災、危険物施設火災等の大規模な火災 

⑶ 航空機災害、列車事故等の集団救急救助事故 

⑷ その他応援を要する特殊な災害事故  

 

（応援要請） 

第４条 受援側の長は、応援側の長に次の各号に基づき、人員、車両、装備等の応援消防

４－４ 



 

 

団（以下「応援隊」という。）の派遣を要請することができる。 

⑴ 応援隊は、応援隊の車両に搭乗可能な人数で編成し、そのうち１人は応援隊の指揮

が可能な者とする。 

⑵ 応援隊の車両は、消防ポンプ自動車若しくは小型動力ポンプ付積載車又はその他市

町等の管理の下で運用する車両とする。 

⑶ 携行する装備・資機材は、操作に必要な資格等を有する応援隊の消防団員（以下「応

援消防団員」という。）が、安全かつ有効に操作できるものとする。 

２ 応援側の長が、近隣市町の境界付近に発生した火災等を覚知し応援隊を派遣した場合

は、これを要請に基づく応援（以下「みなし緊急応援」という。）とみなす。 

 

（応援要請方法） 

第５条 受援側の長が、この協定による応援を受ける必要があると判断したときは、みな

し緊急応援の場合を除き、別記様式１により愛媛県知事（以下「知事」という。）に連絡

し、知事は応援側の長に対し別記様式１-１により応援を要請するものとする。 

  

（応援の通知） 

第６条 応援側の長は、みなし緊急応援の場合を除き、被害の状況に応じて、その都度こ

の協定に基づく応援隊派遣の可否を判断し、派遣する場合には別記様式２により知事及

び受援側の長に通知するものとする。 

 

（応援隊の派遣） 

第７条 応援側の長は、消防団長、消防長等と協議し、管轄する地域の消防の任務を果た

すために必要な体制の確保に留意した上で、応援隊を派遣するものとする。 

２ 愛媛県消防広域相互応援協定に基づく愛媛県消防広域相互応援計画（以下「県応援計

画」という。）に定める愛媛県消防広域応援調整本部は、被災の規模及び応援活動の状況

に応じ、受援側の長、応援側の長、県応援計画に定めるブロック幹事等と連携し、計画

的な応援の実施に努めるものとする。 

 

（応援隊の指揮） 

第８条 応援隊の指揮は、被災地の現場最高指揮者が応援隊の長を通じて行うものとする。

ただし、緊急の場合は、被災地の現場最高指揮者は、直接応援隊を指揮することができ

るものとする。 

 

（報告） 

第９条 応援隊の長は、現場到着、引揚げ及び応援活動の状況を、被災地の現場最高指揮

者又は現場指揮本部に報告するものとする。 

 

（経費の負担） 



 

 

第１０条 応援隊の応援に要する費用の負担は、法令その他別段の定めがあるものを除く

ほか、次のとおりとする。 

⑴ 応援に要した人件費（報酬・手当・旅費・日当・宿泊費等）、車両・資機材の燃料、

機械器具の破損修理、被服の補修等の経費は、応援側の長の負担とする。ただし、資

機材等（消火薬剤を含む。）で、受援側の要請により調達又は立て替えたもののほか、

応援活動中の燃料補給等の経費は、受援側の長の負担とする。 

⑵ 応援消防団員の公務災害補償費、賞じゅつ金及び事故等により生じた経費は、応援

側の長の負担とする。ただし、被災地において行った救急治療費は、受援側の長の負

担とする。 

⑶ 応援消防団員が、応援活動中に第三者又は土地・建物等に損害を与えた場合におい

ては、受援側の長が、その賠償の責に任ずる。ただし、被災地への出動又は帰路途上

において発生したものについてはこの限りでない。 

⑷ 応援消防団員の重大な過失により発生した事故に要する損害は、応援側の長の負担

とする。 

⑸ 前各号以外の経費については、その都度、当事者間において協議の上、負担区分を

決定するものとする。 

 

（情報交換及び訓練） 

第１１条 愛媛県、市町及び消防一部事務組合は、この協定の実施に必要な情報交換及び

訓練に関し、相互に協力するものとする。 

 

（改廃） 

第１２条 この協定を改正し、又は廃止する場合は、協定者が協議の上、行うものとする。 

 

（雑則） 

第１３条 この協定に定めのない事項又は疑義が生じた場合は、その都度、当事者間の協

議により決定する。 

 

附 則 

１ この協定は、令和２年４月１日から施行する。 

２ この協定を締結したことを証するため、本書25通を作成し、愛媛県知事、市町長及び

消防一部事務組合長が記名押印の上、各自一通を保有する。 

 

 

令和２年３月31日 

 

 

 



 

 

愛媛県 

 知 事   中 村 時 広 

 

松山市 

 市 長   野 志 克 仁 

 

今治市 

 市 長   菅  良 二 

 

宇和島市 

 市 長   岡 原 文 彰 

 

八幡浜市 

 市 長   大 城 一 郎 

 

新居浜市 

 市 長   石 川 勝 行 

 

西条市 

 市 長   玉 井 敏 久 

 

大洲市 

 市 長   二 宮 隆 久 

 

伊予市 

 市 長   武 智    典 

 

四国中央市 

 市 長   篠 原  実 

 

西予市 

 市 長   管 家 一 夫 

 

東温市 

 市 長   加 藤  章 

 

上島町 

 町 長   宮 脇  馨 

久万高原町 

 町 長   河 野 忠 康 

 

松前町 

 町 長   岡 本  靖 

 

砥部町 

 町 長   佐 川 秀 紀 

 

内子町 

 町 長   稲 本 隆 壽 

 

伊方町 

 町 長   高 門 清 彦 

 

松野町 

 町 長   坂 本  浩 

 

鬼北町 

 町 長   兵 頭 誠 亀 

 

愛南町 

 町 長   清 水 雅 文 

 

 

宇和島地区広域事務組合 

 組合長    岡 原 文 彰 

 

八幡浜地区施設事務組合 

 組合長    大 城 一 郎 

 

大洲地区広域消防事務組合 

 組合長    二 宮 隆 久 

 

伊予消防等事務組合 

 組合長    武 智  典 

                                     



 

 

第     号  

  年  月  日  

応援出動要請書 
 

 愛媛県知事 殿 
                         受援側の長 

 

                                   
 

愛媛県消防団広域相互応援協定第５条に定める応援を要請します。 

災害発生日時 年   月   日   時  分 

災害発生場所  

災害の種類 

□ 大規模な地震、風水害等の自然災害 

□ 林野火災、高層建築物火災、危険物施設火災等の大規模な火災 

□ 航空機災害、列車事故等の集団救急救助事故 

□ その他応援を要する特殊な災害事故  

＜要請したい内容＞ 

所要人数  

機械器具等の種
類及び数量 

 

 

 

 

到着希望日時 年   月   日   時  分 

集結場所  

＜その他＞ 

主として応援を
求めたい活動 

□ 火災の鎮圧に関する業務 

□ 火災の予防及び警戒に関する業務 

□ 救助に関する業務 

□ 災害時における住民の避難誘導等に関する業務 

□ 地域住民等に対する指導・協力・支援 

□ その他地域の実情に応じて必要とされる業務 

 
 
 
 

担当部署（氏名）  

連絡方法 
固定電話 
携帯電話 

その他 
（対応状況等） 

 

 

 

(別記様式１) 



 

 

第     号  

  年  月  日  

応援出動要請書 
 

応援側の長 

 
                    殿 

  愛媛県知事 
 

愛媛県消防団広域相互応援協定第５条に定める応援を要請します。 

災害発生日時 年   月   日   時  分 

災害発生場所  

災害の種類 

□ 大規模な地震、風水害等の自然災害 

□ 林野火災、高層建築物火災、危険物施設火災等の大規模な火災 

□ 航空機災害、列車事故等の集団救急救助事故 

□ その他応援を要する特殊な災害事故 

＜要請したい内容＞ 

所要人数  

機械器具等の種
類及び数量 

 

 

 

 

到着希望日時 年   月   日   時  分 

集結場所  

＜その他＞ 

主として応援を
求めたい活動 

□ 火災の鎮圧に関する業務 

□ 火災の予防及び警戒に関する業務 

□ 救助に関する業務 

□ 災害時における住民の避難誘導等に関する業務 

□ 地域住民等に対する指導・協力・支援 

□ その他地域の実情に応じて必要とされる業務 

 
 
 
 

担当部署（氏名）  

連絡方法 
固定電話 
携帯電話 

その他 
（対応状況等） 

 

 

(別記様式１-１) 



 

 

第     号  

  年  月  日  

応援出動（自主・要請）通知書 
 

愛媛県知事 殿 
受援側の長 

 
                    殿 

                 応援側の長 

 

                                   
 

愛媛県知事の要請を受け、愛媛県消防団広域相互応援協定第６条に定める応
援出動を通知します。 

＜災害等の覚知＞ 

覚知方法 １ 要 請     ２ その他（        ） 

覚知日時 年   月   日    時    分 

覚知場所等  

＜出動する応援隊＞ 

人員 応援隊の長（職、氏名）（             ）以下  人 

機械器具等の種類

及び数量 

 

 

 

 

出発日時 年   月   日    時    分 

現地到着予定日時 年   月   日    時    分 

現地引揚予定日時 年   月   日    時    分 

帰着予定日時 年   月   日    時    分 

その他 

必要事項 

 

 

 

 

※使用無線機の種類（ﾁｬﾝﾈﾙ）： 

 

※応援隊の長の携帯電話番号（任意）： 

担当部署（氏名）  

連絡方法 
固定電話 

携帯電話 
 

(別記様式２) 



 

４－５ 重要水防箇所総括表（河川課） 
 

（令和 6年 4月 1日現在） 

 

重要水防箇所

箇所 延長(m) 箇所 延長(m)

東 予 地 方 局 河　川 15 3,130 0 0

四国中央土木事務所 海　岸 0 0 0 0

東 予 地 方 局 河　川 42 33,046 6 1,345

建 設 部 海　岸 0 0 0 0

東 予 地 方 局 河　川 19 8,554 0 0

今 治 土 木 事 務 所 海　岸 0 0 0 0

中 予 地 方 局 河　川 37 18,011 6 560

建 設 部 海　岸 4 2,208 0 0

国 土 交 通 省 河　川 66 26,676 27 8,860

松山河川国道事務所 海　岸 0 0 0 0

中 予 地 方 局 河　川 0 0 0 0

久万高原土木事務所 海　岸 0 0 0 0

南 予 地 方 局 河　川 6 2,896 0 0

大 洲 土 木 事 務 所 海　岸 0 0 0 0

国 土 交 通 省 河　川 88 28,649 4 1,285

大洲河川国道事務所 海　岸 0 0 0 0

南 予 地 方 局 河　川 12 8,560 1 250

八 幡 浜 土 木 事 務所 海　岸 0 0 0 0

南 予 地 方 局 河　川 14 14,420 0 0

西 予 土 木 事 務 所 海　岸 3 345 0 0

南 予 地 方 局 河　川 17 15,805 1 50

建 設 部 海　岸 1 170 0 0

南 予 地 方 局 河　川 2 660 0 0

愛 南 土 木 事 務 所 海　岸 5 5,507 0 0

河　川 154 55,325 31 10,145

国土交通省関係計 海　岸 0 0 0 0

計 154 55,325 31 10,145

河　川 164 105,082 14 2,205

県 関 係 計 海　岸 13 8,230 0 0

計 177 113,312 14 2,205

河　川 318 160,407 45 12,350

総　　計 海　岸 13 8,230 0 0

計 331 168,637 45 12,350

地方局建設部
土木事務所名

河川・
海岸の別

特に危険な箇所



４－６　県水防倉庫資器材保有状況（河川課）（1/2）

１　県 （令和６年４月1日現在）

本　　部 四国中央 西　　条 周　　桑 今　　治

四国中央市

品名 土居町北野

枚 850 1,860 120

〃 394 410 60

〃 10,300 800 120

〃 4,100 3,700 13,566 44,700 11,400

本 310 205 340 1,037 50

〃 240 428 900 291 550

〃 90 86 296 60 50

〃 30 41 40 50 50

〃 13 15 56 5

巻 59 196 36 6

㎏ 100 400 870 810 325

巻 25 13 27 12 19

㎏

本 800 246 2,000 100

丁 22 15 5 1 7

〃 86 29 21 50 52

〃 4 16 10

〃 16

〃 33 8 37

〃 29 5 10 10 17

〃 12 6 14 10

〃 2 3 1 10

台 2 3 1 1

丁 51 6 6 3 10

〃 30 2 6 2 6

〃 18 2 4 13

〃 0 7

〃 5 3 4 4

ヶ 3 31

〃 3 10 1 2

台 2 1 1

〃 2 1 1 1

組

枚 56 34 17 40

〃

ヶ 29
救命胴衣　 10 救命胴衣 　10 合羽        6 救命胴衣    6
大型土のう160 大型土のう 80 救命胴衣   38 大型土のう760
ﾍｯﾄﾞﾗｲﾄ　　10 一輪車　　　3 竹　　　　4束 ﾍｯﾄﾞﾗｲﾄ    10
一輪車     12 水中ポンプ　1 大型土のう105 一輪車     11
懐中電灯　　6 バケツ他    4 一輪車      5 懐中電灯　 28
鋼杭    122本 竹        1束 しの　　　　5 脚立　　　　1
たこ        4 梯子       40 懐中電灯　 10 バケツ　　　2
脚立　　　　2 コーン　　 40 はしご　　　4 吸着ﾏｯﾄ　   900

しの       13 コーンバー 40 吸水土のう 51 竹        1束
塩ビパイプ  2 ｺｰﾝｳｪｲﾄ  　40 ｵｲﾙﾌｪﾝｽ 　　3 コーン　　 20
ﾌｯｸ付ﾛｰﾌﾟ   3 LED合図灯　10 角杭　　　 50 コーンバー 10
携行缶　　　2 舗装補修材  7 防護服　　  1 ｵｲﾙﾌｪﾝｽ 　　1
LED照明　 　5 ｵｲﾙ吸着剤 　7 胴長　　　　 1 LED合図灯　 9
電工ドラム  1 ｺｰﾄﾞﾘｰﾙ　　 2 反射ﾍﾞｽﾄ　　18

コーン　　  10 危険杭　　 20

コーンバー　9 ピカピカチューブ　　　5

竹ぼうき　  20 セーフティフラッシュ 20

結束線　　  3 ヘッドライト　　　　　　3

その他 　

た た み

発 電 機

マ イ ク

水 防 マ ッ ト

手 箕

松山市森松

か ま す

西条市中野 今治市宅間西条市壬生川

〃 ３ m

〃 ４ m

〃 ５ m

縄

鉄 線

ロ ー プ

釘

か す が い

つ る は し

ス コ ッ プ

く わ

鎌

雁 爪

防水ビニールシート

じ ょ れ ん

ざ る か ご

照 明 灯

鋸

お の ・ な た

ク リ ッ パ ー

ハ ン マ ー

ペ ン チ

羽 口

掛 矢

チ ェ ー ン ソ ー

倉庫名

所在地

〃 ２ m

む し ろ

麻 袋

ビ ニ ー ル 土 の う 袋

杭 ・ 丸 太 １ m

単位



４－６　県水防倉庫資器材保有状況（河川課）（2/2）

（令和６年４月1日現在） （令和６年４月1日現在）

久　万 大　　洲 八　幡　浜 西　　予 宇　和　島 愛　　南 計

久万高原町 八幡浜市 西予市 北宇和郡 愛南町

菅生 保内町宮内 宇和町卯之町 鬼北町大字奈良 城辺甲

150 30 270 3,010

30 120 30 6 1,044

250 300 11,470

5,169 6,800 8,700 7,950 3,000 5,100 109,085

13 111 60 100 400 400 2,626

50 200 265 90 400 232 3,414

125 60 117 767

58 50 33 319

89

10 28 10 43 345

200 50 50 25 100 50 2,930

30 22 7 9 17 12 181

10 20 10

40 200 3,186

10 10 21 20 10 111

21 71 70 64 30 35 494

8 2 6 10 8 56

3 15 3 18 20 7 75

23 20 3 3 124

19 20 13 2 4 125

6 18 12 6 11 84

8 9 5 10 38

3 4 1 2 3 17

24 43 24 15 20 182

19 9 4 18 10 6 106

4 11 4 7 11 6 74

7

5 4 2 2 2 29

40 74

15 6 1 1 2 3 41

1 2 1 1 1 2 10

2 2 2 9

3 2 3

39 20 20 35 15 28 276

0

20 20 23 25 7 117
救命胴衣    10 救命胴衣   217 救命胴衣    14 救命胴衣　　18 救命胴衣    10 救命胴衣    33
大型土のう 140 大型土のう 107 大型土のう 110 1ｔ土のう  100 大型土のう  50 大型土のう 115
ﾍｯﾄﾞﾗｲﾄ      9 ﾍｯﾄﾞﾗｲﾄ     21 ﾍｯﾄﾞﾗｲﾄ　 　10 2ｔ土のう  100 ﾍｯﾄﾞﾗｲﾄ　   20 ﾍｯﾄﾞﾗｲﾄ     27
一輪車       5 一輪車       3 一輪車      10 ﾍｯﾄﾞﾗｲﾄ　 　10 一輪車       4 一輪車       5
懐中電灯　　 7 懐中電灯　　18 懐中電灯　　18 一輪車　 　　5 懐中電灯　　15 懐中電灯　　23
鋼杭　　　　50 草刈機       1 鋼杭　　　　50 LED発光ﾍﾞｽﾄ　3 鋼杭　　　　50 しの        10
しの　　　 　5 ガソリン缶　 1 二人用たこ   1 吸水土のう   　80 しの         3 吸着ﾏｯﾄ　　500
吸着ﾏｯﾄ　 1,123枚 脚立　　　　 1 とび口　　　 6 ｵｲﾙﾌｪﾝｽ　　　9 脚立　　　　 1 ｺｰﾝ　　　 　25
ｺｰﾄﾞﾘｰﾙ　　　4 しの　　　　 7 ﾌﾗｯｼｭﾊﾞﾄﾝ　 14 吸着マット 805 吸着マット 200 胴長　　　　 8
バール　　　 2 金槌　　　 　7 リヤカー　　 2 コーン　　　30 延長コード　 2 ｺｰﾄﾞﾘｰﾙ　　　1
胴長　　　　 5 とび口      15 メガホン　　 6 コーンバー   9 バール　　　 6 立入禁止テープ10

LED合図灯　  6 担棒        10 水中ポンプ 　3 懐中電灯　   6 ｵｲﾙﾌｪﾝｽ　　  2 トラロープ　9
反射ﾍﾞｽﾄ　　 6 胴長　　　　 3 フルハーネス 4 ｺｰﾄﾞﾘｰﾙ　　　2 雨合羽　　　10 鉄杭　    100
排水ポンプ　 2 タンパ　　　 2 ガソリン缶　　　 2 ランタン    1

ホワイトボート 1 脚立　　 　 　　　1 セーフティフラッシュ 6

回転灯　　　  4 ガソリン缶　1
オイル吸着マット3

フルハーネス 5
LED発光ベスト10

吸水土のう 110
LED合図灯　 10

11箇所大洲市中村



  ４－７ 林野火災応急対策用の資機材 

 

 県の資機材の整備状況（消防防災安全課）      令和５年１２月１８日現在 

消火資機材名 規  格 

数   量 

松山市消防局 

西消防署西部支署 

松山市防災備蓄倉庫 

常 置 数 

新居浜市 

消防本部 

北消防署 

常 置 数 

陸上自衛隊 

第１４旅団 

北徳島分屯地 

第１４飛行隊 

常 置 数 

バンビ 

  バケット 

モデル１５１８ 

 （６８０ℓ ） 
２ １ １ 

キャリング 

  バッグ  
布製収納バッグ ２ １ １ 

ファイヤー 

  ソック 
  ２ １ １ 

カーゴフック 

固縛用ロープ 
ロープセット ２ １ １ 

専用リレー 

  ボックス 
UH-1運用仕様 ２ １ １ 

 



４－８　ため池箇所一覧表（農地整備課）

令和６年３月末日現在

地域 市町名 箇所数 地域別箇所数

四国中央市 53 

新居浜市 67 

東予 西条市 180 1,169 

今治市 825 

上島町 44 

松山市 667 

東温市 96 

中予 伊予市 159 1,000 

松前町 2 

砥部町 57 

久万高原町 19 

内子町 96 

大洲市 101 

八幡浜市 30 

伊方町 0 

南予 西予市 287 949 

宇和島市 180 

鬼北町 104 

松野町 56 

愛南町 95 

計 3,118 


